
 

国外居住者の「在留資格認定証明書」について 

 

外国人研究生の選考に合格したあと、工学部に入学するため新たに渡日する場合の査証（ビザ）の在留資格

は「留学」になります。留学ビザ発給の申請は、出願者自身で最寄りの日本大使館又は領事館に行っていただ

きますが、日本大使館又は領事館での留学ビザ発給が迅速に行われるためには「在留資格認定証明書」を取得

する必要があります。 

この「在留資格認定証明書」の交付申請は、海外から直接申請することができないため、本学部が出願者に

代わって代理申請することが可能です。入学手続き後、速やかに指導教員経由で「１、必要書類に記載の書類」

を提出してください。 

 なお、本学部に持参以外で提出する場合は、必ず簡易書留などの送達過程が記録される方法にて提出してく

ださい。 

 

１、必要書類 

（１）在留資格認定証明書交付申請書 

（法務省のホームページ http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-1-1.html 

からダウンロードして使用してください。「留学」の様式を使用してください。） 

（２）写真（白黒、カラーどちらでも可。出願前３ヶ月以内のもので無帽、無背景のもの。縦４㎝×横３㎝） 

※出願書類②履歴書の写真とは別に必要です。 

（３）返信用封筒（４０４円分の切手を貼り付けてください。返送先は学生（日本にいる場合）または代理

人（指導教員）としてください） 

（４）在留中の経費支弁能力を証する文書 

①志願者本人が学費・生活費を支弁する場合、以下のいずれか１部。 

a)本人名義の銀行等の残高証明書 

※課税証明書又は在職証明書等本人の資産形成過程の合理性を裏付ける資料を添付。 

※株券や投資などの証明書は、残高証明書とはみなしません。 

b)奨学金の受給証明書 

c)送金証明書 

②出願者以外の方が学費・生活費を支弁する場合（以下 a）～c)の全て） 

a)経費支弁者が形成した経費支弁書（別添様式 経費支弁書） 

b)経費支弁能力を証するもの 

(1)預金残高証明書 

※株券や投資などの証明書は、残高証明書とはみなしません。 

(2)本国で納税を証するもの 

(3)在職証明書 

 

【以下(4)～(7)は経費支弁者が国内在住の場合】 

(4)経費支弁者に係る課税・納税証明書（総所得が記載されたもの） 

(5)確定申告書控えの写し（自営業の場合） 

(6)外国人登録原票記載事項証明書 

(7)住民票の写し ※経費支弁者が日本人の場合のみ 

別紙 

http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-1-1.html
http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-1-1.html


c)経費支弁者と出願者の関係を証する文書（戸籍謄本の写し、出生証明書など本人と経費支弁者との

関係を証明する書類） 

 

 ２、その他注意事項 

 （１）出入国在留管理庁が審査に必要と認めた場合には、その他の資料提供を求められる場合があります。 

（２）一度受理した書類は一切返却出来ませんので、あらかじめご了承ください。 

 

３、書類提出先 

  〒３１６－８５１１ 茨城県日立市中成沢町４－１２－１  

  茨城大学工学部学務グループ 

  ＴＥＬ ０２９４－３８－５００９ 

   E-mail kou-kyoumu@ml.ibaraki.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

経 費 支 弁 書 

 

日本国法務大臣 殿 

 

国籍                             

 

氏名                              

 

年 月 日生 （男 ・ 女） 

 

私は、このたび上記のものが日本国に在留中・入国した際の経費支弁者になりましたので、下記のとおり経

費支弁の引受け経緯を説明するとともに経費支弁について証明します。 

 

記 

 
１ 経費の支弁の引受け経緯（申請者の経費支弁を引受けた経緯及び申請者との関係について具体的に記載 

して下さい。） 

                                                 

                                                 

                                                 

 

２ 経費支弁内容 

私     は、上記の者の日本国滞在について、下記のとおり経費を支弁することを証明します。また、

上記の者が在留期間更新許可申請の際には、送金証明書又は本人名義の預金通帳（送金事実、経費支弁事実が

記載されたもの）の写し等で、生活費等の支弁事実を明らかにする書類を提出します。 

 

記 

 
（１）学  費      毎月・半年ごと・年間      円 

（２）生 活 費      月額              円 

（３）支弁方法      （送金・振込み等支弁方法を具体的に書いて下さい。） 

                                                 

                                                 

                                                 

 

年 月 日 

経費支弁者 

住所〒                                 ℡            

 

氏名（署名）             印          学生との関係          


